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水田の地域別土壌塾別肥培管理に関する研究

第3報．Nの吸収について

糸　原　　　点・立　谷　寿　雄

（福　島　県　農　試）

第1報では生産力・肥沃度を，第2報では生育経過に
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草丈は浜通りが出穂期まで直線的に伸び，中通り・会津

は幼穂形成期頃からゆるやかに伸び，土壌型間では浜通

りは透水性の良いもの次に鋏の少ないものが良く，硬質

＞灰色＞灰褐色＞黄褐色の順となっており，中速如ほ鉄

の争い黄褐色がやや劣り会津は差がない．茎数は中通り

≧会津＞浜通りで有効茎歩合は会津＞浜通り≧中通りと

なっている．土壌型間では草丈とほぼ同じ傾向にある．

N量と穂数の変動については浜通りは変化が少なく，

中通り及び会津はややふえる，土壌型間では会津に差が

少なく中通りと浜通りは差がみられる．

1．成熟期のⅣ吸収量

（第1・2図の成熟期参照）地域別ではNO区が会津＞

浜通り≧中通りの順で，N量を増すと会津は最多だが浜

と中通りは土壌型で変動LNO．8区で比べると灰褐色，苛

褐色は中通り＞浜通り，灰色と硬質は中通≒浜通りとな

る．土壌型間では会津がNO・NO．8区ともに黒泥＞灰

色＞灰褐色＞礫質，中通りはNO区が灰褐色＝硬質＞黄

褐色≒灰色，NO．8区が灰褐色＞礫質＝黄褐色≒灰色，

浜通りはNO区は灰褐色≒礫質≒灰色≒黒泥＞黄褐色，

NO・8区は礫質≒黒泥≒灰色＞黄褐色の順となっている．

深耕すると地域別では吸収量の増加するのは浜通り＞

中通り＞会津の順であるが，土壌型間では会津はNO，

NO・8区ともに礫質が撞めて増え，灰褐色・黒泥は吸収

が低下する．灰色はほぼ普通桝と同じ．中通りはNO区

ついて報告・したがその概要は次の通りである．

肥　　　沃■　　虔

土壌型別収量
会　津

中島。
†

浜通り

黒　轢　灰　灰
←　←　←祐
泥　質　色　色

礫　灰　灰　黄
←　←褐←褐
質　色　色　色

礫　灰　灰　黄　黒
←　←褐←褐←
質　色　色　色　泥

要　因

が礫質＞黄褐色＞灰色＝灰褐色の順で普通耕より吸収量

が多くなっているが，NO・8区では各土壌型とも普通耕

に比べほとんど増加しない．浜通りはNO・NO．8区と

も礫質と灰色のみ増え灰褐色・黄褐色は増加しない．

即ち普通耕に比べて礫知がどの地域も増加するのが特

徴である．

1000

800

帥0

400

200

8∝〉

800

4（カ

200

帥0

400

2αI

％

合　汗　　　　　－如け

′
〝
ダ

中‘且■1

〆

．ク／ノ

棚
冊
朝

倉
誓
劇

職
　
工
剛

農
期

功
刑
期

分
け
つ
撫

－
零
　
点

．′′／

′／

／

嘉詔冨蓄話芸蚤詔蓄憲
東渓　　皮　亡　　長嶋e f欄e j膏　曹

第1国．生育時期別N吸収量（普通耕）
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第2図．生育時期別N吸収量（深耕）

2．生育の時期別Ⅳ吸収量

第1・第2図によれば，地域別では浜通りが幼形期に

かけてゆるやかに吸収し成熟期までの吸収は多くない・

中通りは直線的に増加し，会津は初めゆるやかに，後期

に急増している．株式化すると第3図のごとくになる・

≠
第3臥生育時期別N吸収

模式図

振糾すると地域別では会

津は変らないが中通りは吸

収型の変化が小さく，浜通

りはやや直線的吸収を示す

ようになる．即ち浜通りは

深耕すると中通りの普通桝

の吸収型に近くなる．土壌

型間には普通耕・深耕とも

に差が余りない．

3．生育時期別N吸収比

成熟期のN吸収量を100とした時の最高分けつ期まで

（a），最高分けつ期～幼形期（b），幼形期～成熟期

（C）の期間内に吸収された量を示すと第4図のごとく

なる．地域間では会津はC＞a＞b，中通りはa＝b＝

C，浜通りはC＞a＞bとなり会津と浜通りとの比較は

会C＞浜C・会b＞浜b・浜a＞会aとなり，会津は浜通

りと比べると生育の後半に

吸収が増加するのが特徴で

ある．これらを模式化する

と第5図のごとくになる．

探耕すると中通りは変化

が少ないが，会津は普通桝

の浜通り型に変り，浜通り

は普通桝の中通り型，会津

型に変る．
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第5図．時細別N吸収比模
式図（普通耕）
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第4図．時期別N吸収比

4．N　利　用　率

地域間では浜通りが一般に低く，N O・8区では中通り

≒会津＞浜通り，土壌塑間では黄褐色土壌はNl・0区が商

いが，その他の土壌塾はNO．6～0・8区が高い．NO・8区

の平均で比較すると灰色＞灰褐色＞黄褐色≒果泥≒礫質

の順になる．

深耕すると会津はははNO・6区が利用率が高くl中通

りもその傾向にあるが，浜通りはややN用量の多い区が

高くなる．土壌塑間では灰色がやや劣り・黒泥＞灰褐色

≒灰色＞礫質＞黄褐色の順になる（第1衰）・

5．放生産能率

地域別でNO区は黒泥・灰褐色が会津＞中通り＞浜通

り灰色は中通り＞会津＞浜通り，礫質が浜＞中＞会の順

で，即ち会津はNの多いもの，浜通りは透水性のよいも

の（中通りは中間）が能率が高い．N O・8区では黒汎
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第1表．N　　利．　用　　率
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灰褐色礫質が他の地域より高くなり，灰色も他の埠域に

やや近くなる．即ち会津は他の地域より一般に生産量が

高いといえよう．次に中通りが浜通りより一触こ高いと

いえる．

深耕すると生産量の高くなるものはNO区では会津が

第2表．籾　　生

礫質・黒泥，中通りは低くなり，浜通りは灰色・灰褐色

黄褐色が高くなる．NO．8区では会津が黒泥・礫質・灰

褐色，中通りは礫質・黄褐色，浜通りは硬質が高くな

る．即ち各地域とも轢質は窒素を施用すれば深耕が普通

耕より生産量が高くなる．
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6．ポット試験におけるN吸収量

現地から採取した土壌をポットにつめて栽培した水稲

の成熟期のN吸収量は第6国のごとく．現地試験と異な

り地域間差及び土壌型間差が小さくなっている．

会津黒泥が増えないのは水の泣透を止めたために土壌

中の過剰の窒素，有害物の負の働きが大きかったため，

中通り礫質が増えているのは水の診透停止のため養分の

溶脱が無かったため，．黄褐色特に浜通りのものが増えた

のは現地に比べてポット充唄前の土壌乾燥が大で乾土効

果が増大したためと考えられる．心土を旭混ぜた区では

一般に作土区より多かったが会津黒泥は少なかった．
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第6図．ポット試験におけるN吸収量


